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⽇出学園中学校・⾼等学校
武善 紀之

令和８年度新しい時代を切り拓く⼒を育む⾼校⽀援事業
ＩＣＴを活⽤した指導⼒向上プログラム

2026/9/25(⾦)
10:00~15:15

探究活動を⽀えるデータサイエンス⼊⾨
問いを⽴て、データで確かめ、次の問いにつなげる

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/

Web⽤

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/


自己紹介

名前 武善紀之（たけよし のりゆき）

所属 私立 日出学園中学校・高等学校 教諭
所在地：千葉県市川市 ※幼稚園・小学校併設

教科 情報科 13年目（＋数学,公民,技術,社会,保健）

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/

https://www.hinode.ed.jp/share/takeyoshi/


• 授業や探究活動を通した生徒の情報活用能力の育成に向けて、教員
のＩＣＴを活用した指導力の向上に資する。

• 探究活動において必要となる、データの整理・可視化・比較・分析の基
本を、ＩＣＴを活用して実践するための講義

• Google フォーム・Google スプレッドシートを用いたアンケート調査
の設計・実施・分析。設問設計上の注意点、代表値の算出、相関係数の
確認、グラフ化を扱うとともに、相関と因果の違いや仮説検定の基本
的な考え方にも触れる。

• 情報Ⅰ・情報Ⅱの内容を踏まえ、単回帰分析、クラスタリング、 主成分
分析など、より発展的な分析手法を、オープンデータも活用し ながら
体験的に学ぶ

本日の内容（事前告知）



今日、この研修で目指すこと

×難しい統計手法を教える研修

×自分で主成分分析ができる先生になる研修

◯探究をデータで支えるための地図を頭に入れる研修

（正直、今は生成AIが分析はかなりやってくれます）

生徒の探究に「次の一手」を返せるようになる
そのために今日は……
• 自分で一度、問い → データ収集 → 分析 → 結論まで体験する 

• データを扱うときの落とし穴や限界を知る 

• 「この問いなら、こんなデータ・分析が使えそう」と考えられるようになる



１．「探究学習」と「統計」の関係

２．データサイエンスの基本（PPDACサイクル）

３．実際の指導例（ポスター作成、プレゼン、相関分析）

４．研究上の落とし穴（アンケート調査、相関と因果）

５．ステップアップした分析（仮説検定、多変量解析）

Agenda.



進行イメージ案

時間 内容

10:05～10:20 １．「探究学習」と「統計」の関係

10:20～10:50
２．データサイエンスの基本
アンケート作成→休憩10分（アンケート回答）

11：00～12:00
2. データサイエンスの基本 データの分析以降
3.実際の指導例

12:００～１３：００ 昼休み

13:00～13:３0
４．研究上の落とし穴
５．ステップアップした分析 ①数学Ⅰとつなげよう

1３:３0～14:40 ５．ステップアップした分析 ②以降

14:40～15:00 まとめ・質疑



１．「探究学習」と「統計」の関係



探究学習の形

① 【課題の設定】
体験活動などを通して，課題を設
定し課題意識をもつ
② 【情報の収集】
必要な情報を取り出したり収集し
たりする
③ 【整理・分析】
収集した情報を，整理したり分析し
たりして思考する
④ 【まとめ・表現】
気付きや発見，自分の考えなどを
まとめ，判断し，表現する

⾼等学校学習指導要領（平成30年告⽰）解説.総合的な探究の時間編 123p



次期学習指導要領での「探究」

文部科学省「生活、総合WG取りまとめ（案）（総合的な学習・探究の時間）」2026年8月4日、閲覧日：2026年8月30日、
https://www.mext.go.jp/content/20260804-mxt_kyoiku01-000051411_2-1.pdf
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わかりやすく表現すれば……

東京書籍「新編情報Ⅰ」紙⾯より



情報科

情報Ⅰ 「情報通信ネットワークとデータの活用」

情報Ⅱ 「情報とデータサイエンス」

文科省学習動画 https://nttls-edu.jp//joho/

実は「情報科」と「データサイエンス」は関わりが深い

https://nttls-edu.jp/joho/
https://nttls-edu.jp/joho/
https://nttls-edu.jp/joho/


以前取り組んでいたこと（統計グラフコンクール）

～2019年まで「情報科」で実施（以後、「総合的な探究の時間の実習」へ統合。現在は未実施）

統計グラフ全国コンクール
https://www.sinfonica.or.jp/tokei/graph/index.html

https://www.sinfonica.or.jp/tokei/graph/index.html


「研究系」以外でも「統計」は活用される

文部科学省「生活、総合WG取りまとめ（案）（総合的な学習・探究の時間）」2026年8月4日、閲覧日：2026年8月30日、
https://www.mext.go.jp/content/20260804-mxt_kyoiku01-000051411_2-1.pdf
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実は「創作系」でも「データ分析」は絡んでくる

• 情報Ⅱの授業で「身の回りの問題」を解決
する「アプリ」を作成。

• アプリの改善に向けて「ユーザー調査」を
実施。

• アンケート結果に基づいて、アプリを改善。



社会・学問

データで考えるのは、理系だけではない

人や社会を扱う学問でも、問いに答えるためにデータが使われている

経済学

物価・賃金・雇用などから、社会
の動きや政策の効果を捉える。

計量社会学

調査や統計から、格差・家族・教

育など、見えにくい社会の構造を
浮かび上がらせる。

文学研究

語の頻度や組み合わせから、作家

や時代による表現の特徴を読み解
く。

歴史学

古文書・新聞・人口記録などから
、社会の長期的な変化を捉える。

言語学

大量の文章や会話を集めたコーパ

スから、言葉の実際の使われ方を
調べる。

政治学

選挙結果や世論調査から、人々の
意識と政策との関係を分析する。

心理学

実験や調査を通して、人の感情・
判断・行動の傾向を確かめる。

法学

判例や裁判結果を分析し、法律が

社会でどう運用されているかを検
証する。

「文系の問い」に、「データという方法」で迫る。



学校現場

「データ活用」は「数学」「理系」だけの話じゃない

現状を捉え、問いを立て、試し、確かめ、より良くしていくための方法

生徒の立場

「変えたい」を、
根拠ある提案へ

• 校則を変えたい→ 誰が、何に困っ
ている？
• 行事を良くしたい→ 参加状況や声
から課題を探る
• 主張を伝えたい→ 「そう思う」か
ら根拠を示すへ

教員の立場

「うまくいかない」を、
検証できる問いへ

• 成績が伸びない→ どこでつまずい
ている？
• 新しい授業方法→ 実施前後で何が
変わった？
• 経験や勘→ 仮説としてデータで確
かめる

数学や統計は「道具」。出発点は「知りたい・変えたい・確かめたい」という思い。



社会の仕組み（データ駆動型社会）

AI
(人工知能, artificial intelligence)

ビッグデータ

IoT
(Internet of Things)

AIの精度を
高めるために、
ビックデータ
が必要

IoTが現実社会を
ビッグデータに

ビックデータを
AIが分類整理し
スマートデータに

ビッグデータを
収集するために
IoTが必要

データは21世紀の石油である。



データサイエンス系学部の設立も相次ぐ

朝日新聞Thinkキャンパス「新設ラッシュ『データサイエンス学部』なにを学ぶの？ 卒業後の進路は【親
のための学部・学科講座】」、2023年4月20日、閲覧日：2026年9月21日、
https://www.asahi.com/thinkcampus/article-100311/

https://www.asahi.com/thinkcampus/article-100311/
https://www.asahi.com/thinkcampus/article-100311/
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結局のところ、データサイエンスとは？



「身近な疑問」「思い」の「見える化」



今日の内容 「生徒の立場」で一周 ＋ 指導のコツ

① 問いを立てる
「何を知りたい？」を考える
↓
② データを集める
実際にアンケートを作って回答する
↓
③ データを分析する
グラフ・平均・相関などを実際に試す
↓
④ 結論を考える
結果から何が言えるか、次に何を調べるか
↓
⑤ もう一段深く見る
バイアス・因果・仮説検定・回帰など

午前

(10:25～12:00）

午後（13:00～15:00)



2.データサイエンスの基本



※以下の動画に準拠します（事後の活用にも向けて）

https://www.youtube.com/watch?v=VFzCUPp30jg&t=22s

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/det
ail/mext_01832.html
文科省Webページにスライド、ワークシート等もあり。

https://www.youtube.com/watch?v=VFzCUPp30jg&t=22s
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01832.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01832.html


データの活用②

PPDACサイクルを意識した
アンケート実習



何事にも“型”がある。



cf.PDCAサイクル

大事なことは，ぐるぐると回すこと！

問題解決が終わったら，次の問題解決へ！

PDCA サイクル：
問題解決に⽤いられるプロセスの1つ。
Plan（計画），Do（実⾏），Check
（評価），Act（改善）を何度も繰り返
し回していく。



統計調査のPPDACサイクル

P

P

DA

C

問題の決定

Problem

計画

Plan

データ収集

Data
分析

Analysis

結論

Conclusion

睡眠時間と
学習時間に関係性があるか？

クラスに,
アンケート調査を
やってみよう

アンケートを実施

学習時間が多い人は、
睡眠時間が短い！

多くの生徒が、勉強
のせいで睡眠不足に
陥っているのかも！
今後、改善したい！



先程のポスターもPPDACサイクルを意識

• 問題（もっとお⼩遣いが欲しい!）
• 計画（成績と関係性︖）
• 調査（クラスアンケート）
• 分析（むしろ下がる︕）
• 考察（⽢やかし・・・︖）
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Conclusion



• 統計と言われると…「A（分析）」にばかり注目が集まりがち

• しかし実際は、生成 AI も登場したことにより、 A（分析）はより簡
単になりつつある（実例で示すと……）。

• 指導の上で、実は大変なのが他の部分、特にProblem(問題）、
Plan(計画）、結論（Conclusion）。

（こぼれ話）
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事前アンケートの結果より

• 生成AI時代、要求されることは生徒のファシリテート（伴走）。
• そのためにも、A（分析） にどんなものがあるかの見通しを持っている

ことは結局必要（特に教員）。



① アンケート調査実習→ 「自分の問いに合わせて集める」
○自分が知りたいことに合わせて質問を作れる
○生徒自身が「問い→収集→分析」の流れを体験しやすい
○学校・学年・クラスなど、身近な対象を調べやすい
×回答数が少ないと、一般化しにくい
×作成・回答に時間を取られる

② オープンデータの分析実習→「すでにあるデータから問いに迫る」
○公的機関などのデータなら、比較的信頼性が高い
×自分の問いにぴったり合うデータがあるとは限らない
×データの加工・処理が難しいことがある。

D(Data)には大きく２通りのやり方がある



•国や地方公共団体、民間企業などが保有する公共データを、誰もが無
償で機械判読に適した形式で、営利・非営利を問わず二次利用できる
ルールのもとでインターネット等に公開したもの

•青い森オープンデータカタログ ：青森県のオープンデータカタログ

• e-Stat 政府統計の総合窓口  ：政府のオープンデータ集（難しい）
• 統計局ホームページ/令和3年社会生活基本調査

• SSDSE（教育用標準データセット） ：e-Statの加工済データ

• Let‘s Start!!! ~e-Stat活用ナビ~ ：活用事例集

• 統計ダッシュボード
• RESAS 地域経済分析システム

•最近はだいぶ使いやすくなった

• オープンデータを２次的にまとめたサイトも使える。

•都道府県別統計とランキングで見る県民性 - とどラン

オープンデータとは？
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オープンデータを活用する場合のPPDAC

P

P

DA

C

問題の決定

Problem

計画

Plan

データ収集

Data
分析

Analysis

結論

Conclusion

青森県では、人口減少や高齢化はど
の地域で特に進んでいるのか？

e-Statや自治体の
オープンデータを
使って、市町村ごと
の違いを調べてみよ
う

人口、年齢構成、転入・転
出、出生数などの公開
データを集める

地域ごとの増減率や
年齢構成を比較し、
地図やグラフで可視
化する

人口減少の進み方は
地域によって違う。
対策も一律ではなく、
地域ごとに考える必
要がある



① アンケート調査実習→ 「自分の問いに合わせて集める」
○自分が知りたいことに合わせて質問を作れる
○生徒自身が「問い→収集→分析」の流れを体験しやすい
○学校・学年・クラスなど、身近な対象を調べやすい
×回答数が少ないと、一般化しにくい
×作成・回答に時間を取られる

② オープンデータの分析実習→「すでにあるデータから問いに迫る」
○公的機関などのデータなら、比較的信頼性が高い
×自分の問いにぴったり合うデータがあるとは限らない
×データの加工・処理が難しいことがある。

今回は「①アンケート調査実習」を試します

PPDACサイクルに沿って、

アンケート実習を行ってみましょう。



クラスの実態調査をやってみよう！

東京書籍「新編情報Ⅰ」紙⾯より



Problem 問題の発見
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• 情報科でもここが一番の難所。「問題解決」＜「問題発見」

•最近「アプリ開発」の授業でやったこと（Be you sheet)

Problemの見つけ方

Swift Students Community Japan
https://swiftstudents.jp/about/beyousheet

https://swiftstudents.jp/about/beyousheet


• 生徒の実態によっては「仮説発見型」のPPDACでも良いのかもしれない。

• 「まずやって、やった中で仮説を見つけていく」という作り。

仮説検証型の探究

朝食を毎日食べる生徒の方が、学力が高いのではないか？

（メリット：PPDACが明確・ゴールがハッキリする）

仮説発見型の探究

学力が高い生徒には、生活習慣上どんな特徴があるのだろう？

→色々調べてみて、「睡眠時間」と関係がありそう、を見つけていく。

→では、なぜ「睡眠時間」と関係があるのか？を深堀り。

Problemの見つけ方



• オープンデータに、先に色々触れてみても「やってみたい」テーマが見え
てくるかも。

Problemの見つけ方

日出学園中学校・高等学校「【情報科】『こんな関係性が
ありそう！』データサイエンス入門」日出学園、2026年2
月22日、閲覧日：2026年9月21日、
https://www.hinode.ed.jp/high/blog-h/36657/

https://www.hinode.ed.jp/high/blog-h/36657/?utm_source=chatgpt.com
https://www.hinode.ed.jp/high/blog-h/36657/?utm_source=chatgpt.com
https://www.hinode.ed.jp/high/blog-h/36657/?utm_source=chatgpt.com


40

なにを調べるか？

•アンケートの目的
•高校生の実態を明らかにしよう

•仮説
•高校生の実態の予想

•仮説の理由
• 「仮説」のようになると考える理由

統計データ等の根拠も
探してみよう

本日はせっかくなので、
「青森県の教員の実態」というテーマで、

集まっている先生方を対象に、
実態調査をしていただこうと思います！



Try１. 何を調べるか？
どんなテーマでアンケート実習をするか、
決めてみましょう！

（例）
学習時間と睡眠時間の間に、関係性はあるの
だろうか？
→（仮説）学習時間が長いほど、睡眠時間は短
い。
→（理由）勉強をよくする人は、睡眠時間を削っ
て勉強していて、

寝不足な人が多いと考えたから。



Plan 計画
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DA
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問題の決定

Problem

計画

Plan

データ収集

Data
分析

Analysis

結論

Conclusion



どのようなデータを集めればよいか?
予想するアンケート結果を得るために・・・

• どんなデータが欲しい？
• 量的データ：数量の大きさを表す
• 質的データ：種類の違いや区別を表す

• どんな分析をしたい？
• 定量分析：ものごとの状態を、数量を使って分析
する（５段階評価など）

• 定性分析：ものごとの状態を、数量以外で分析す
る（自由記述など）

• どのように可視化する？



イメージをもたせる操作体験・設計実習を行うと良い
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どのようにデータを集めればよいか?
アンケート文の設計は大切！
Ｑ．何時間勉強していますか？
① ０～１時間 
② １～２時間
③ ２～３時間
④ ３時間以上

Ｑ．あなたは平日１日に、平均で何
時間勉強をしていますか？（学校の
授業以外、塾等も含む）
① 1時間未満 
② １時間以上2時間未満
③ ２時間以上3時間未満
④ ３時間以上学校の授業は？ １時間の人は、

①と②のどっち？

平日？休日？ 週あたり？１日？

一番良いのは、「隣の人」に試しに答えてもらうこと！（自分では気付けない）



アンケート調査は意外と難しい



Try2. アンケート項目の設定
具体的なアンケート文と分析方法を考えて
みましょう（＆作成も一緒にやります）
※１人２～３設問まで

（例）アンケート文
①あなたは平日１日に、平均で何分くらい勉強をし
ていますか？（学校
の授業以外、塾等も含む）。

＿＿＿＿分

②あなたは平日１日に、平均で何分くらい睡眠を
取っていますか？

＿＿＿＿分
【分析方法】
①と②のデータを散布図に表して、相関係数を求
めてみる。



ご回答をよろしくお願いします。
※回答後、ご休憩下さい※



Data データを収集し整理する
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集まったデータを見てみましょう

•スプレッドシートを開き、「コピー」を作成。



Analysis データを分析する
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例題で一緒に確認

•テスト質問

•テストデータ



相関係数(CORREL)

-1 ～ 1の値をとる。



Try3. 

収集した結果を、グラフ等で表してみよう。

＜例＞

睡眠時間平均値： 358分(5時間58分)
勉強時間平均値： 131分(2時間11分)
相関係数：0.045(相関なし)



ただし、これらの分析はもう生成AIで出来る

•スプレッドシートの関数を知らなくても、AIに「この
データの標準偏差を計算して」と頼むだけ。
•ただ、分析のイメージや意味合いを知らないとそもそ
も命令できない＆解釈できない。
•生成AI → 「手綱を握る力」



Conclusion 仮説の考察
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どうしてこのような結果になったのか？

•考察
• 多角的に結果を見て、考えたこと
• アンケート結果が「なぜそうなったのか」
• 仮説と「なぜ違ったのか」
• 結果を受けて「どう考えるのか」 など

•結論
• 結果と考察をもとにわかったこと



PPDACサイクル

• 次のサイクルに繋がるように終わらせ
ることが大切。
• 仮説が間違っていたなら、他に考えら

れる仮説は？
• その仮説を証明するのに、必要な

データは？分析方法は？
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Try4. 

結果を見て、
考えたことを書いてみよう！

＜例＞
睡眠時間と学習時間に相関がなかったのは、
なぜ？
• 部活動や通学時間など他に使っている時
間による要因によって違うから、仮説と
違った。
• 今後、「部活動」「通学時間」など、他の
要因に関してもアンケート調査を実施して
みる。

勉強時間が長くても、睡眠時間をしっかり取れ
ている人がいる。生活の上で、どのような工夫
をしているか、調べてみたい。



終わり



(参考）オープンデータを活用する場合のサイクル

文科省の動画では２パターン実践

①e-Statのデータから分析

②地球規模のデータを活用した問
題解決



3.実際の指導例



統計グラフをやっていた頃の例

1 問題解決実習の概要説明

2 テーマ設定＋予備調査

3 グラフの作り方+調査①

4 調査②

5 調査③orアンケート作成

6 まとめ①orアンケート分析

7 まとめ②

8 まとめ③

9 発表会

2015～2019 統計グラフポスターの作成（チーム）



プレゼン発表形式をやっていた時の例

1 問題解決実習の説明

2 予備調査,アンケートの作成
準備（１人２設問まで）

宿題

①アンケート作成 ⇒ 武善
が集計＆全体へ配布
②アンケート回答（Google 
Form）

3～5 スライドの作成（アンケート
回答結果は1コマ目に配布）

6～11 1コマ当たり8人が発表

2020 「統計調査を含んだ」という条件でプレゼン実習（個人）



この学びがうまく「総合的な探究の時間」に繋がって欲しい、という理想。

現在、「とどラン」をやっている例

1 とどランの説明・作成

2 作成・ギャラリーウォーク型
発表

3 発展的な分析（本日午後の
内容）

(4) オープンデータを眺める

2024～ 探究と役割分担（PPDACの基礎のみを学ぶ）

日出学園中学校・高等学校「【情報科】『こんな関係性がありそ
う！』データサイエンス入門」日出学園、2026年2月22日、閲覧
日：2026年9月21日、https://www.hinode.ed.jp/high/blog-
h/36657/

https://www.hinode.ed.jp/high/blog-h/36657/?utm_source=chatgpt.com
https://www.hinode.ed.jp/high/blog-h/36657/?utm_source=chatgpt.com
https://www.hinode.ed.jp/high/blog-h/36657/?utm_source=chatgpt.com


• これを数本解いたり、眺めたりしても面白いです。

ちなみに共通テスト「情報Ⅰ」第４問は題材の宝庫



ここまでのまとめ
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アンケートじゃなくて、
こんなオープンデータも

あるよ

課題が見つからなければ、

まずは「なんでもアンケート」を
やってみよう

「頭」の中にPPDACのイメージが
あることが大事

このデータなら、
◯◯な分析も

試せるんじゃないかな？

その設問だと
使えるデータにならないよ



探究担当者と話して感じたこと

• 「問い立て」がやはり課題

ーーーーーーーーーーーーーーー

•早い段階でサイクル全体を見せることが、テーマそのものも考え
やすくする？

• 「生成AIについて研究したい」
↓
次に何をすればよいか分からない……

•何を知りたい？（Problem）
→ 何を集める？ どう見る？ どう分析する？（Plan)
→ 分かったら次に何をする？

• 研究計画≒迷子にならないための仮の地図

• 学期完結程度の学習であれば仮説発見でもいけるが、年間の時間
軸になるとある程度の仮説・目的がないと厳しい。



後半では……

•指導する上で、実際に困ること（分析以外の課題）
•統計的に持っていると良い「＋α」（解析はAIとコン
ピュータがやってくれます）

等を話します。



4.研究上の落とし穴



（再掲）事前アンケートの結果より

・後半で扱う箇所の中心。
・ファシリテート（伴走）するためのコツ。



①アンケート調査は本当に気軽？



いわゆる“探究公害”に近い問題



参考資料
東京書籍
「新編情報Ⅰ」
紙面より



アンケートの「品質」と「配慮」

東京書籍「新編情報Ⅰ」
紙面より

「アンケート調査」は、

取った後に「あれも聞けば良
かった…」「これも聞くべき
だった…」が多い。



(再掲）設計に関する技術的な問題



• 設問文はバイアスを極力、除去するためにある

• もっと言えば、誰に聞くかの時点で「バイアス」は掛かる。

• 例えば、生徒がよくやる「SNSアンケート」はあまり意味がない。

避けるべき「バイアス（偏り）」

1年後

⾏くの⾯倒だな〜

増えた 減った 増えた 減った

95%が
痩せた︕

効果ないや。
他のダイエットをやろ〜

開始時

1年後調査で
95%が

痩せていた
奇跡のジム︕

⼤学より
⽇出が⼤好きな

卒業⽣



②その分析、本当に正しい？



相関・因果の関係

疑似相関

学年

成績

⾝⻑
因果

因果

単なる相関︕

• 小学生32人を無作為に抽出
• 算数のテスト（縦軸)、身長（横軸）
• 身長の高い子供の方が、算数の点数が高い！

⾝⻑

算
数
の
成
績

参考
統計的消去で擬似相関を見抜こう！
http://hoxo-m.hatenablog.com/entry/20130711/p1

https://hoxo-m.hatenablog.com/entry/20130711/p1
https://hoxo-m.hatenablog.com/entry/20130711/p1
http://hoxo-m.hatenablog.com/entry/20130711/p1
http://hoxo-m.hatenablog.com/entry/20130711/p1
http://hoxo-m.hatenablog.com/entry/20130711/p1


情報の教科書の事例



相関関係と因果関係

因果関係の３基準

1.共変関係（相関関係があること）

2.時間的順序関係

3.第３変数（交絡因子）の排除



生徒の「探究」では……？

武善紀之「高校生が楽しく学べる仮説
検定と相関・因果―シミュレーションか
ら始まる『情報科』統計教育」『キミのミ
ライ発見』河合塾、閲覧日：2026年9月
21日、https://www.wakuwaku-
catch.net/jirei19136/

https://www.wakuwaku-catch.net/jirei19136/?utm_source=chatgpt.com
https://www.wakuwaku-catch.net/jirei19136/?utm_source=chatgpt.com
https://www.wakuwaku-catch.net/jirei19136/?utm_source=chatgpt.com


大学入試問題

慶應義塾大学 総合政策学部2017
入試問題より



こんな関係性があるのでは？

表記ルール
因果関係 A(原因)→B(結果)
相関関係 A B
A増,B増の時は
A増,B減の時は⊖

⊕

慶應義塾大学 総合政策学部2017
入試問題より



「とどラン」で分析するとよく起きること

この関係性に陥っている人が多そう。

そもそもの人口

◯◯者数 ◯◯者数

人口が多ければ、
◯◯者数も多い！
（因果関係）

人口が多ければ、
◯◯者数も多い！
（因果関係）

単なる相関関係

Q.このようなデータを分析するためには？



この辺りで生徒が感じること

統計をやると、性格が悪くなる？

•重箱の隅をつつくようなことばかり
•せっかく結果を出せて楽しんでいるところに、
水を差された…。



「人間の感覚」と「統計的な考え方」

「雨乞いをすると雨が降る」
• 雨乞いしたら、雨が降るんだ！
• 雨乞いをしないときには、雨は降っていない！も観測する必要あり
• ところが、確証バイアスによって左上にばかり注目してしまう

雨乞い／雨 降る 降らない

する 56

しない



「人間の感覚」と「統計的な考え方」

「雨乞いをすると雨が降る」
• 雨乞いしたら、雨が降るんだ！
• 雨乞いをしないときには、雨は降っていない！も観測する必要あり
• ところが、確証バイアスによって左上にばかり注目してしまう

雨乞い／雨 降る 降らない

する ５６ 10

しない 21 62

「新しい見方・考え方」を提供してくれる



• 自分の午前中の分析を振り返ってみましょう。

ここで……



これらが「頭」の中にイメージだけあることが大事
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因果関係を主張するのは、
ちょっと難しいかも。

その設問だと
使えるデータにならないよ

回答する側のことも
考えてあげようね

アンケートじゃなくて、
こんなオープンデータも

あるよ

課題が見つからなければ、

まずは「なんでもアンケート」を
やってみよう

このデータなら、
◯◯な分析も

試せるんじゃないかな？



５.ステップアップした分析
「こんな見方もあるのか」で十分です！



①数学Ⅰの学びをつなごう



ステップアップの分析要素

（数学１までの範囲でも他に……）
•代表値（平均値以外）
•箱ひげ図
•標準偏差

数学の先生はご存知のことばかりになりますが…。



ステップアップの分析要素

平均値だけでいいの？

次のデータは,5人の生徒の情報の試験の成績（100点満点）である。平
均点を計算せよ。

15 , 20 , 95 , 20 , 25

この表示は適切？
35分以下の人が4人もいるぞ？！
データに極端な数値があるときは、
「中央値」を考える。
今回の場合は、25分

（答え）
15+20+95+20+25=175  
175÷5=35（点）



ステップアップの分析要素

「中央値」と「平均値」

パーソルキャリア株式会社「正社員の年収中央値
は？年齢別・都道府県別にも解説 平均年収ランキン
グ【2022年版】」doda、2023年2月27日更新、閲覧日：
2026年9月21日、
https://doda.jp/guide/heikin/median/2022/

https://doda.jp/guide/heikin/median/2022/?utm_source=chatgpt.com


ステップアップの分析要素

平均値が同じならOK?

平均点60点の情報 平均点60点の数学

https://xn--48s96ub7b0z5f.net/hakohige-hisutoguramu/



ステップアップの分析要素

「箱ひげ図」で散らばりを見る(Excelだと作れる）

箱ひげ図のポイントはこれだけ！

25% 25% 25% 25%
外れ
値

平均値



ステップアップの分析要素

箱ひげ図を作ると？

平均点60点の情報 平均点60点の数学

https://xn--48s96ub7b0z5f.net/hakohige-hisutoguramu/



ステップアップの分析要素

散らばりを数値で表現 → 標準偏差

平均点60点の情報 平均点60点の数学

標準偏差 20.1 30.4
https://xn--48s96ub7b0z5f.net/hakohige-hisutoguramu/



ステップアップの分析要素

ちなみに……偏差値は「平均」と「標準偏差」で決まる



ステップアップの分析要素

分析の練習



ステップアップの分析要素

回帰分析

2つの事柄の関係性を数式の形で表す手法

y＝6.4205x + 370.87



ステップアップの分析要素

回帰分析

y＝6.4205x + 370.87
飲料販売量 平均気温

気温が1℃あがるごとに,6.4本飲料が売れる。

例.平均気温が34℃だったら……
Y= 6.4205 × (34) + 370.87 

≒  589（本）



②その結果、偶然じゃない？
-仮説検定-



「仮説検定」の利用場面

特進クラス
72点

進学クラス
70点

進学クラスより、
特進クラスの⽅が

優秀です︕

え︖ 本当︖ たまたまじゃないの︖

偶然 vs 必然(要因) のバトル



「仮説検定」の利用場面

今までの統計グラフ作成では、
偶然性を排除できていない



仮説検定の手順

仮説が間違っていたに違いない。

つまり、Ａ組とＢ組の点数には差がある[対立仮説]

Step1. 帰無仮説を設定。

Step2. いろいろ計算する。

Step3.帰無仮説を棄却。対⽴仮説を採択。

偶然にしては出来すぎている、おかしいぞ

Ａ組とＢ組の点数には差がない（偶然⽣じたものだ）

A組 B組

72 47

78 67

65 70

42 89

67 56

𝑡 =
𝑥! − 𝑥"

𝑠 1
𝑛!
+ 1
𝑛"

𝑠! =
𝑛" − 1 𝑠"! + 𝑛! − 1 𝑠!!

𝑛" + 𝑛! − 2

http://sys-assist.co.jp/archives/1781

http://sys-assist.co.jp/archives/1781
http://sys-assist.co.jp/archives/1781
http://sys-assist.co.jp/archives/1781


SBIを用いた「仮説検定」の説明

（出典）
Jimmy A Doi,

Active Learning Lectures for Statistical Understanding
(推測統計の概念を理解するためのアクティブラーニング授業), 

第６回情報教育研究会 in 江⼾川⼤学,July 2018

Simulation-based Inference(SBI)
シミュレーションに基づく推論

・諸外国の⼊⾨統計教育の主流
・informalな統計教育

cf. formalな統計教育（数学Ｂの内容的な）
確率変数や確率密度関数が必要



1. 仮説を立てる。

2. 実験をして証拠を集める。

3. 証拠に基づいて結論を出す。

仮説検定はたったの３Step



コイン投げはインチキか？

表の数 予想の範疇︖ 仮説は
24 Yes 正しそう
22 Yes 正しそう
2 No! 間違っている︕

仮説検定はたったこれだけ︕

仮説

実験

予測

コインは公正

50回このコインを投げる

25回は表が出る



Helper and Hinderer

• https://www.youtube.com/watch?v=
anCaGBsBOxM

• Helper versus Hinderer

(赤ちゃんは善悪がわかるか？）

Helper Selected Hinderer Selected Total

14 2 16

この実験を
シミュレーション

してみよう︕

https://www.youtube.com/watch?v=anCaGBsBOxM
https://www.youtube.com/watch?v=anCaGBsBOxM
https://www.youtube.com/watch?v=anCaGBsBOxM


Simulation1

表 裏

10 6
表 裏

8 8
表 裏

12 4
表 裏

7 9
5  6  7  8  9  10  11 14

Count

Helper Selected Hinderer Selected Total

14 2 16

激レア（偶然ではありえないことが起こった）
14回はあり得なかった（偶然じゃない︕）

➡⾚ちゃんには好みがある︕



Simulation2
http://www.rossmanchance.com/
applets/OneProp/OneProp.htm

PCを⽤いて、⼤規模シミュレーション

（出典）
Jimmy A Doi,

Active Learning Lectures for Statistical 
Understanding

http://www.rossmanchance.com/applets/OneProp/OneProp.htm
http://www.rossmanchance.com/applets/OneProp/OneProp.htm


これなら全部わかる

統計的【① 仮説検定 】
主張（⾚ちゃんには好みがある）＝②対⽴仮説

  （⾚ちゃんには好みがない）＝③帰無仮説

④有意⽔準
⑤棄却 ⑥採択



例えば検定の利用場面

疑問

仮説
運動部の⼈ってみんな体育の時間が好きだ
運動部に⼊ると、みんな好きになる︖

結果

所属部活＼好み 好き(14) 嫌い(16)

運動部(15) 8 7
運動部以外(15) 6 9

①運動部所属で、運動が好き
②運動部所属で、運動が嫌い
③運動部以外で、運動が好き
④運動部以外で、運動が嫌い 期待度数表と比べて、

この表のレア度判定をする

ただし、有意だったとしても…？



適度な「制約」が、「探究」しやすい？
（1）「男女」×「TwitterとInstagramの使用率」

Twitterは主に文章、Instagramは主に写真。情報収集や自分の考えを広めたい男性はTwitterに、暇
潰しや様々な人と繋がりたい女性はInstagramに流れる？

（2）「男女」×「Instagramの使用率」

Instagramを使うことは女子力の象徴である。Instagramを使用することで、女子力がアップする。

（3）「妹弟の存在」×「子ども好き」

妹弟がいると、子どもに慣れることができるので子どもを好きになる！

（4）「運動部／運動部以外」×「体育の好み」

体育が好きだから、運動部に入部する！

（5）「男女」×「メイク／すっぴんの好み」

男子には関係が薄く近寄りがたいイメージをメイクは生じさせるが、女子にとってはかわいく生まれ変わ
りたいという事実に共感できる！

２ｘ２に限ってやるのも面白い



参考

• https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-
variance/

「平均の差の検定」もある

https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/
https://saikolodsm.com/t-test-and-analysis-of-variance/


検定までやると、それはそれで生徒の探究も広がる

統計を学んだ後になるといろんなことに疑問がでてくる。
例えば私は歌が下⼿だが、もし⼩さい頃からピアノを習っ

ていたら歌が上⼿くなっていたのかなと思って、ピアノを
習っていた⼈とそうでない⼈でカラオケボックスで国歌を
歌って採点結果を⽐べてみたら違いがあるのではないかと
思った。そこで実際に検定して有意になれば、私は⾃分の⼦
供には⼩さい頃からピアノを習わせたいと思う。

情報リテラシーは情報をむやみに疑
うことではないと実感した。



③多変量解析の体験



例えば生徒がこんなテーマに取り組んだ時

アンケートをやってみよう！
どれくらい好きか、選んで下さい。

Q1. プログラミング ５ ４ ３ ２ １

Q2. 野球  ５ ４ ３ ２ １

Q3. 楽器演奏         ５ ４ ３ ２ １
・
・
・

５（とても好き) /  4(好き） / 3（普通）
2(あまり好きではない）  / １（好きではない）

クラスのみんな、
気が合う人は誰だろう？



回答結果

どうやって似ている人を探す？



2変数だったら…（情報1でやったこと）

データ  散布図

洋楽

ド
ラ
マ



データがもっとたくさんあったら…？

データ  相関行列や散布図

結局全体的には何を言えばいいの？

→こんな時に役立つ１つの方法が、クラスタリング



高校数学（中学数学）の範囲内でイメージ可能

(x1,y1)

(x2,y2)

𝑥! − 𝑥" ! + 𝑦! − 𝑦" !

三平方の定理！



今回使用する環境

オープンソースの統計解析向けプログラミング言語



コマンドの解説(一時停止して見て下さい）

syumi <- read.csv(“syumi.csv",h=T,row.names=1)
変数「syumi」に「syumi.csv」ファイルを読み込む。
h=T ヘッダが存在する ／ row.names=1 1列目のデータを行の名前にする。

syumi.d <- dist(syumi)
dist関数を利用して、データ間の距離を計算する(distance=距離）。

syumi.c <- hclust(syumi.d)
hclust関数を利用して、クラスタリングを行う。 ヘッダ



クラスタリングの結果



その他に多次元データを圧縮表現する方法→主成分分析

https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U

文科省「情報Ⅱ」解説動画より

https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U


主成分分析の仕組み
https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U

文科省「情報Ⅱ」解説動画より

https://www.youtube.com/watch?v=rKwjOnzXw8U


文科省動画でやった例

https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/

SSDSE-家計消費（SSDSE-C）
l 都道府県庁所在市別の家計消費データを集めたデータ
セットのうち、一部。

l 都道府県庁所在市別（→都道府県に読み替え）
l 二人以上の世帯の１世帯当たり（≒人口は関係なし）
l 品目別（食料の全品目）年間支出金額を収録。

課題「都道府県ごとに、各食品の消費には
どんな傾向があるだろう？」

https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/


魚・野菜・果物

肉・卵・牛乳・穀物

総合消費度
低

総合消費度
高



生徒の作例



生徒の作例②



「情報Ⅱ」という科目では

多次元のデータ  

相関行列

情報Ⅰ

主成分分析で,次元を圧縮しよう

散布図行列

2つずつで
頑張って見る

情報Ⅱ そのまま見る！

クラスタリングで,グループ化しよう

etc…文科省「情報Ⅱ」解説動画より



文科省「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」解説動画 https://www.nttls-edu.jp/joho/

• データサイエンス領域で情報Ⅰ、情報Ⅱともに関わった
• 「これぞ情報Ⅰ」「これぞ情報Ⅱ」と言える内容にはなったと思われる

情報Ⅰ／情報Ⅱ解説動画 プロジェクト

情報
Ⅰ

情報
Ⅱ

https://www.nttls-edu.jp/joho/
https://www.nttls-edu.jp/joho/
https://www.nttls-edu.jp/joho/


6.本日のまとめ
お疲れ様でした！



本日のまとめ

① 探究には「型」がある
問い → 計画 → データ → 分析 → 結論
PPDACを回し、次の問いにつなげる。

② 大切なのは「分析」だけではない
問いとデータは合っているか。
その結果から、本当にそこまで言えるか。
データを集める前と、分析した後こそ考える。

③ 生徒の探究に「次の一手」を返せるようにする
「その設問だと、欲しいデータにならないかも」
「それは相関であって、因果とはまだ言えない」
「このデータなら、こんな分析も試せそう」
「次は、こんなデータを集めてみたら？」

まずは、自分で回してみる。
その経験が、
生徒の探究を支える「勘所」になる。

どのフェーズでもAIが使える。
教員側のファシリテートが
試される。



本日のまとめ

試行錯誤するワクワクを
大切にしていきましょう！


